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「「

要
旨近

年
、
「持
続
可
能
な
社
会
」を
目
指
し
て
学
校
で

も
環
境
問
題

へ
の
取
り
組
み
や
教
科
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
多
く
は
地
球
温
暖
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
・
ゴ
ミ
減
量
と
い
っ
た
循
環
型
社

会
の
構
築
を
目
指
し
た
も
の
で
、
身
近
な
自
然
や
自

然
保
護
に
視
点
を
お
い
た
環
境
教
育
は
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
い
な
い
。
高
校
に
お
い
て
は

「生
物
」
が
最

も
自
然
に
対
す
る
関
心

・
態
度
を
育
て
る
上
で
格
好

の
科
目
だ
が
、
環
境
問
題
の
扱
い
は
小
さ
く
、
し
か

も
選
択
履
修
で
全
員
が
学
ぶ
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の

た
め
、
独
自
に
環
境
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て

「総
合
的
学
習
の
時
間
」
や
教
科
外
の
特
別
活
動
で
体

験
的
な
学
習
を
さ
せ
た
り
、
新
た
に

「学
校
設
定
科

目
」
を
設
置
し
た
り
し
て
環
境
問
題
に
組
織
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
学
校
が
出
て
き
て
い
る
が
自
然
保
護

の
観
点
か
ら
は
ま
だ
距
離
が
あ
る
。
道
自
然
保
護
協

会
や
自
然
観
察
協
議
会
な
ど
が
教
員
向
け
の
研
修
を

行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

高
校
生
物
の
履
修
状
況

こ
の
会
誌
を
読
ま
れ
て
い
る
会
員
の
多
く
は
、
高
校
で

は
生
徒
全
員
が
生
物
を
履
修
し
、
当
然
、
環
境
問
題
や
身

の
回
り
の
自
然
に
つ
い
て
も
学
習
し
て
い
る
も
の
と
思

っ

て
い
る
だ
ろ
う
。
確
か
に
私
を
含
む
多
く
の
会
員
が
高
校

生
だ

っ
た
頃
は
生
物
は
必
修
で
全
員
が
学
ん
だ
が
、
今
は

選
択
科
目
と
な
っ
て
い
て
高
校
で
生
物
を
全
く
勉
強
し
な

い
ま
ま
卒
業
す
る
生
徒
が
少
な
く
な
い

(昨
年
末
に
全
国

を
駆
け
め
ぐ

っ
た
未
履
修

の
問
題
と
は
、
必
修
科
目
で
あ

る
例
え
ば
、
世
界
史
を
履
修
さ
せ
ず
に
受
験
に
有
利
な
他

科
目
を
学
習
さ
せ
、
帳
簿
上
は
世
界
史
を
履
修
し
た
こ
と

に
す
る
こ
と
で
、
相
当
数
の
有
名
進
学
校
が
こ
う
し
た
不

正
を
し
て
い
た
が
、
地
方
の
小
規
模
校
で
は
専
門
科
目
の

教
員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
も
そ
の
原
因
の

一
つ
と
考
え

ら
れ
て
い
る
)
。

教
科
書
需
要
数

(購
入
冊
数
)
を
生
徒
総
数
で
割
り
、

一
〇
〇
を
乗
じ
た
数
値
を
教
科
書
採
択
率
と
呼
ぶ
が
、
十

八
年
度
の
全
国
の
生
物
1
の
採
択
率
は
二
二

・
五
%
、
北

海
道
で
は
二
五

・
九
%
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

一
、
二
年

に
ま
た
が

っ
て
生
物
1
を
履
修
す
る
場
合
は
、

一
年
生
で

購
入
し
た
教
科
書
は
二
年
生
で
は
購
入
し
な
い
の
で
単
純

に
採
択
率
11
履
修
率
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。そ
こ
で
、

採
択
率
に
三
を
乗
じ
た
数
値
を
履
修
率
と
し
、
高
校
三
年

間
の
ど
こ
か
の
学
年
で

学
習
し
た
も
の
と
し
て

便
宜
上
見
て
い
る
。
そ

う
す
る
と
生
物
1
の
履

修

率

は

六
七

・
五
%

で
、
全
国
の
高
校
生
の

約
三
名
に
二
人
が
学
習

し
た
計
算
に
な
る
。
な

お
、
生
物
H
と
い
う
科

目
が
あ
る
が
、
1
を
修

め
た
上
で
行
う
選
択
科

目
で
、
こ
れ
を
履
修
す

る
生
徒
は
大
部
分
、
将

来
、
理
系
に
進
む
者

に

限
定
さ
れ
る
た
め
、
採

択
率
、
履
修
率
共
に
少

ー

ー

　

エ

な
く
な

っ
て
い
る

(下

物

物

表
、
い
ず
れ
も
十
八
年

性

性

高校生総数(人) 教科書需要数(冊) 採択率 履修率

全 国 3,594,754 808,521 22.5% 67.5%

北海道 166,155 43,024 25.9% 77.7%

高校生総数(人) 教科書需要数(冊) 採択率 履修率

全 国 3,594,754 219,138 6.1% 18.3%

北海道 166,155 10,910 6.6% 19.7%
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度
)。
し
か
し
、
こ
の
履
修
率
も
実
態
を
反
映
す
る
数
値
で

は
な
く
、
私
の
勤
務
校
の
場
合
、
生
物
1
は
二
、
三
年
に

ま
た
が

っ
て
選
択
履
修
し
、
生
物
H
は
理
系

の
大
学
に
進

学
希
望
で
受
験
に
必
要
と
す
る
者
に
選
択
さ
せ
て
い
る
た

め
、
生
物
1
は
履
修
率
に
近
い
が
、
生
物
H
は
採
択
率
に

近

い
。

高
校
教
科
書
で
の
環
境
教
育

次
に
高
校
で
環
境
問
題
が
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
か
、
あ
る
大
手
教
科
書
会
社
の
生
物

1
の
教
科
書

を
見
て
い
こ
う
。
「細
胞
」
「生
殖
と
発
生
」
「遺
伝
」
「環

境
と
動
物
の
反
応
」
「環
境
と
植
物
の
反
応
」
の
五
部
構
成

で
、
第
四
部
と
第
五
部
に

"環
境
"
の
タ
イ
ト
ル
が
付
く

が
、
内
容
は
、
神
経
や
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
、
動
物
の
行
動
、

光
合
成
や
植
物

の
成
長
、
植
物
ホ
ル
モ
ン
な
ど
で
、
環
境

問
題

に
つ
い
て
は
学
習
し
な
い
。

同
じ
教
科
書
会
社
の
生
物
H
で
は

「生
命
活
動
を
支
え

る
物
質
」
「遺
伝
情
報
と
そ
の
発
現
」
「生
物

の
多
様
性
」

「生
物
の
集
団
」
の
四
部
か
ら
な
る
が
、
「生
物

の
多
様
性
」

は
進
化

・
系
統
で
、
第
四
部
の

「生
物
の
集
団
」
で
よ
う

や
く
生
態
系

の
平
衡
と
人
間
活
動
、
生
物
多
様
性
と
保
全

の
環
境
問
題
に
触
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
比
較
的
多
く
の
高
校
生
が
履
修
す
る
生
物
1

で
は
環
境
問
題
を
全
く
学
習
せ
ず
、
全
国
の
高
校
生
の

一

割
に
満
た
な
い
生
徒
が
選
択
す
る
生
物
H
で
も
ほ
と
ん
ど

扱
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
理
科
の
他
科
目
で
は
ど
の
よ
う
に
環
境
問
題
が

扱
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
文
部
科
学
省

の

「学
習
指

導
要
領
」
に
よ
る
と
、
『理
科
基
礎
』
と
い
う
科
目
の
中
で

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
各
種
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
、
生
物
多
様
性
と
環
境
と
の
関
連
を
扱
う
こ

と
に
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
科
目
は
平
易
で
受
験
科
目
に

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
履
修
し
て
い
る
学
校
は
少
な
い
。
ま

た
『理
科
総
合
A
』
(化
学
・物
理
分
野
)
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
の
利
用
や
人
間
生
活
が
環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
扱
い
、
自
然
界
の
物
質
の
循
環

・
資
源
の
再
利
用
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
課
題
学
習

(個
人
ま
た

は
グ

ル
ー
プ
で
い
く

つ
か
の
テ
ー

マ
ー
を
調

べ
発
表
す

る
)
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
課
題
学
習
は
担
当
教
諭

の
力
量
と
熱
意
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
『理
科
総
合

B
』
(生
物
・地
学
分
野
)
で
は
身
近
な
自
然
や
地
球
規
模

の
環
境
問
題
に
つ
い
て
扱

っ
て
い
る
が
こ
れ
も
課
題
学
習

で
あ
る
。

次
に
他
教
科
を
見
て
い
こ
う
。
公
民
科

(旧
社
会
科
)

の

『現
代
社
会
』
で
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
扱

っ
て
い

る
が
課
題
学
習
に
な
っ
て
い
る
。
保
健
体
育
科
の
『保
健
』

で
は
大
気

・
水
質

・
土
壌
汚
染
、
食
品
の
安
全
性
や
ゴ
ミ

問
題

・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
扱

い
、
家
庭
科
の

『家
庭

総
合
』
で
は
循
環
型
社
会
と
消
費
に
つ
い
て
、
『家
庭
基
礎
』

で
循
環
型
社
会
と
消
費
者
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
扱

っ
て

い
る
が
扱
い
は
小
さ
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
生
徒
た
ち
が
環

境
問
題
に
関
心
を
持
つ
か
持
た
な
い
か
は
担
当
教
諭
の
関

心
度
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
高
校
の
各
教
科

・
科
目
で
扱
わ
れ
て
い
る
環
境

教
育
を
紹
介
し
た
が
、
い
ず
れ
も
地
球
温
暖
化
に
関
連
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
資
源
の
問
題
や
ゴ
ミ

・
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
が
主
で
、
ヒ
ト
以
外
の
生
物
と
の
関
わ
り
を
主
と
し
た

環
境
教
育
は
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
て
い
な

い
と
言

っ
て
よ

い
。

道
内
の
高
校
の
環
境
教
育

の
取
り
組
み

こ
の
よ
う
に
文
科
省
の
定
め
る
学
習
指
導
要
領
、
そ
れ

に
拘
束
さ
れ
る
教
科
書
で
は
、
自
然
科
学
、
社
会
科
学
の

両
面
を
統
合
し
た
形
で
の
体
系
だ

っ
た
環
境
教
育
は
期
待

で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
近
年
、
独
自
に
環
境
教
育
教
材

を
開
発
し
実
践
し
て
い
る
学
校
や
教
育
団
体
、
グ
ル
ー
プ

が
出
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
例
を
紹
介

し
よ
う
。

ω

札
幌
開
成
高
校

平
成
十
六
年
に

「
コ
ズ
モ
サ
イ
エ
ン
ス
科
」
を
設
置
。

学
校
設
定
科
目

(文
科
省
の
定
め
る
普
通
教
育
や
専
門
教

育
の
科
目
と
は
別
に
地
域
や
学
校
お
よ
び
生
徒
の
実
態
、

学
科
の
特
色
な
ど
に
応
じ
て
学
校
独
自
に
設
定
さ
れ
た
特

色
あ
る
科
目
を
い
う
)
と
し
て
二
、
三
年
生
に

「環
境
科

学
」
各

一
単
位
が
置
か
れ
た
。
理
科
を
中
心
に
地
歴

・
公

民
科
、
保
健
体
育
科
、
家
庭
科
の
教
諭
で
資
料
集

「山
あ

り
、
空
あ
り
、
大
地
あ
り
」
(A
四
版

一
〇
三
P
)
を
作
成
。

こ
れ
を
も
と
に
地
球
環
境
や
地
域
の
環
・境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

廃
棄
物
と
リ
サ
イ
ク
ル
、
生
物
の
多
様
性
と
絶
滅
種
、
食

の
安
全
と
自
給
、
環
境
倫
理
な
ど
の
環
境
問
題
を
学
習
し

て
い
る
。
ま
た
夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
て
野
外
巡
検
や
環

境
科
学
に
関
す
る
大
学
で
の
体
験
授
業
や
施
設
見
学
な
ど

も
実
施
し
て
い
る
。

②

札
幌
藻
岩
高
校

平
成
十
六
～
十
八
年
、
札
幌
市
教
育
委
員
会
の

「環
境

教
育

モ
デ

ル
校
」
の
指
定
を
受
け
、
十
七
年
度
は

「サ
ケ

科
学
館
」
で
サ
ケ
の
産
卵
と
解
剖
実
習
を
、
十
八
年
度
は

校
庭

に
自
然
を
取
り
戻
す
試
み
と
し
て
チ
ョ
ウ
の
仲
間
を

呼
ぶ
た
め
食
草
と
な
る
樹
木
の
植
樹
を
、
学
校
祭
で

「M

O
T
T
A
I
N
A
I
」
を
テ
ー
マ
に
ゴ
ミ
減
量
化
を
目
指

し
た
学
校
祭
を
実
施
す
る
な
ど
、
生
徒
会
、
教
科
、
部
活

動
、
教
職
員
な
ど
全
校
あ
げ
て
環
境
問
題
の
改
善
に
取
り
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組
ん
で
い
る
。
ま
た
十
八
年
度
は
科
学
技
術
振
興
機
構
の

S
P
P

(サ
イ
エ
ン
ス
・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

・プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
)
事
業
の
指
定
を
受
け
、

一
年
生
全
員
が
総
合
学
習

の
時
間
を
利
用
し
て
、
北
大
で

「環
境
教
育
講
座
」
を
体

験
す
る
な
ど
し
た
。

⑧

岩
見
沢
農
業
高
校

平
成
十
三
年
に
そ
れ
ま
で
の

「造
園
科
」
を

「環
境
造

園
科
」
に
学
科
改
編
し
、
「環
境
と
の
関
わ
り
の
中
で
造
園

に
対
す
る
知
識

・
技
術
の
習
得
」
を
科
の
目
標
に
掲
げ
、

三
年
生
の

「課
題
研
究
」
三
単
位
を
使

っ
て
環
境
教
育
を

行

っ
て
い
る
。
五
年
前
か
ら
三
年
生
の
課
題
研
究
の

一
つ

と
し
て

「ビ
オ
ト
ー
プ
」
造
り
を
さ
せ
て
い
る
。
十
八
年

度
か
ら
は
新
た
に

一
年
生
に

「環
境
科
学
基
礎
」
三
単
位

を
設
け
、
ビ
オ
ト
ー
プ
を
通
し
て
の
環
境
教
育
を
行

っ
て

い
る
。
旦
ハ体
的
に
は
「ビ
オ
ト
ー
プ
の
概
要
」
「
ト
ン
ボ
調

査
」
「水
生
生
物
に
よ
る
水
質
調
査
」
「パ
ッ
ク
テ
ス
ト
に

よ
る
水
質
調
査
」
「帰
化
植
物
に
よ
る
自
然
度
調
査
」
を
実

施
し
、
さ
ら
に
校
庭
内
の
樹
木

・
植
物
を
活
用
し
た

「自

然
林
に
お
け
る
樹
木
調
査
」
「
マ
ツ
の
葉
に
よ
る
大
気
汚

染
」
「
タ
ン
ポ
ポ
の
分
布
と
環
境
」
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

㈲

環
境
学
習

フ
ォ
ー

ラ
ム
北
海
道

道
内
の
高
校
教
諭
、
元
教
諭
を
中
心
と
し
た
環
境
教
育

推
進
の
研
究

・
研
修
を
し
て
い
る
団
体
で
、
環
境
に
関
わ

る
教
育
情
報
の
提
供
や
体
験
的

・
実
践
的
な
環
境
学
習
を

進
め
る
指
導
法
の
開
発
、
研
修
会
や
観
察
会
、
施
設
見
学

会
な
ど
を
精
力
的
に
実
施
し
て
い
る
。
資

源
、

エ
ネ
ル

ギ
ー
、
自
然
環
境
の
三
部
会
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
会
が
「廃
棄
物
ゼ

ロ
を
目
指
す
環
境
学
習
」
「地
球
温

暖
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
「川
を
中
心
と
し
た
環
境
学
習
」
の

環
境
学
習
シ
ー
ト
教
材
を
作
成

(東
京
書
籍

H
P
に
掲

載
)。
現
在
は

「食
と
環
境
」
の
教
材
を
開
発
中
で
あ
る
。

㈲

札
幌
市

環
境
教
育

行
動
プ

ロ
グ

ラ
ム

ワ
ー
キ

ン
グ
グ

ル
ー
プ

札
幌
市
が
中
心
と
な
り
昨
年
度
立
ち
上
げ
た
研
究
チ
ー

ム
で
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
、
行
政
の
代
表

・
有

識
者
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
環
境
問
題
を
改

善
す
る
行
動
推
進
の
研
究
を
行

っ
て
い
る
。「自
然
や
い
の

ち
を
大
切
に
す
る
感
性
の
育
成
」
「
エ
コ
ラ
イ
フ
の
実
践
」

「体
験
型
」
「生
涯
教
育
」
「札
幌
市
の
自
然
や
社
会
特
性
を

踏
ま
え
る
」
「国
際
的
な
視
点
」
を
基
本
理
念
と
し
、
具
体

的
に
は
、
学
校
や
家
庭

・
地
域
、
職
場
な
ど
で

「省
エ
ネ

推
進
」
「ご
み
減
量

・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
」
「水
と
緑
を
守

る
態
度
」
の
行
動
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る

(葺
8
"＼＼

芝
乏
毛
●o
一蔓
あ
巷
O
o
同○
し
O
＼
評
9。
コ
評
図
○
＼
冒
α
Φ
×
●巨
8
一)
で
検

索
す
る
と
そ
の
委
員
会
の
活
動
が
公
開
さ
れ
て
い
る
)
。

五
ヶ
年
計
画
で
具
体
的
行
動
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

開
発
す
る
計
画
が
あ
る
。

今
後
の
課
題

こ
の
よ
う
に
道
内
で
は
、
学
校
、
教
育
団
体
、
行
政
な

ど
が
今
日
的
課
題
で
あ
る
環
境
問
題
を
改
善
す
る
た
め
の

教
育
や
研
究
、
実
践
を
行

っ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
自

然
保
護
の
視
点
に
は
立

っ
て
な
い
。
例
え
ば
、
ヒ
グ

マ
が

哺
乳
類

レ
ッ
ド
リ
ス
ト

(環
境
省
)
の

「絶
滅
の
恐
れ
の

あ
る
地
域
個
体
群

(」
P
)」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
年
間
三
〇
〇
頭
前
後
捕
獲

(駆
除
)
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
昨
年
、
人
里
で
の
接
触
が
多
く
報
じ
ら
れ
た
ッ

キ
ノ
ワ
グ

マ

(同
じ
く
L
P
に
指
定
)
は
ワ
シ
ン
ト
ン
条

約
に
も
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
〇
六

年
度
は
四
、
二
五

一
頭
捕
殺

(生
息
数
は
全
国
で

一
万
頭

と
推
定
)
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
恐
ら
く
取
り
上
げ
て
い

な
い
だ
ろ
う
。
大
規
模
林
道
、
国
有
林
伐
採
、
公
共
事
業

と
ダ
ム
や
道
路
の
建
設
、

エ
ゾ
シ
カ
の
保
護
管
理
、
ナ
キ

ウ
サ
ギ
や
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
な
ど
、
北
海
道
の
自
然
が
抱
え

る
問
題
を
授
業
で
扱

っ
た
な
ど
の
報
告
も
聞
か
な
い
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
小

・
中
学
校
で
は
生
物
を
専
門
的
に
学

ん
だ
教
員
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
、
高
校
で
は
教
科
書
や

資
料
集
に
自
然
保
護
に
関
す
る
扱
い
が
な
い
こ
と
や
教
え

よ
う
に
も
適
切
な
テ
キ
ス
ト
が
な
い
こ
と

(新
聞
記
事
が

唯

一
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
る
)
、受
験
対

策
面
か
ら
も
教
科
書
の
範
囲
外
の
自
然
保
護
に
つ
い
て
教

え
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
、
教
員
向
け
の
自
然
保
護

に
関
す
る
研
修
の
機
会
が
な
い
こ
と
、

]
部
の
教
員
を
除

き
教
員
自
身
に
自
然
保
護
の
関
心
が
薄
い
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
に
も
、自
然
保
護
協
会
や
自
然
観
察
協
議
会
、

博
物
館
な
ど
が
学
校
と
連
携
し
て
、
講
師
の
派
遣

(本
校

で
は
以
前
、
本
会
の
俵
前
会
長
や
高
畑
前
理
事
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
出
前
授
業
を
行

っ
て
い
た
だ
き
好
評
だ

っ
た
)

や
補
助
教
材

・
テ
キ
ス
ト
の
提
供
、
夏
休
み
や
冬
休
み
な

ど
に
教
員
の
た
め
の
自
然
保
護
講
座
や
観
察
会
な
ど
を
実

施
す
る
な
ど
が
必
要
と
思
う
。
自
然
に
関
心
あ
る
教
員
を

育
て
る
こ
と
は
と
り
も
直
さ
ず
身
近
な
自
然
に
関
心
の
あ

る
子
供
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
自
然
保

護
の
態
度

・
関
心

・
行
動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に
な
る
の

だ
か
ら
。
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